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生駒市災害時要援護者

避難支援事業について

令和6年2月28日

生駒市防災会議

福祉政策課

【資料３】
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【内閣府HP参照】

避難行動要支援者避難支援事業の改定について
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避難行動要支援者避難支援事業の改定について
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個別避難計画作成の意義

個別避難計画

本人と支援関係者

が迅速に行動に移

せる

本人や避難所運用者

が避難所生活で困ら

ないように

平時から地域や福祉

専門職同士の顔の見

える関係性を作る

平時の避難所運営や

地区での災害対応時

の対策を考える

平時災害時
①

②

③

④

地域BCP

多様な主体が連携して、役割に応じた
避難支援を円滑に行うための備え
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今年度の見直しの進捗状況

災害時要援護者避難支援プラン策定委員会 個別避難計画作成 試行実施

地域調整会議（ケース会議）

本人・家族アセスメント

〇新たな個別避難計画様式の運営

〇風水害の危険区域（レッドゾーン）から

徐々に個別避難計画を作成

〇セルフプランによる作成支援を併せて実施

災害危険区域（風水害）で
３自治会３名の対象者で実施

・学識経験者
・自治連合会
・民生委員・児童委員連合会
・居宅介護支援事業者協会
・地域包括支援センター（介護）
・生活支援センター（障がい）
・生駒市社会福祉協議会
・消防本部総務課長
・福祉健康部長

令和５年度 ４回の会議を開催

委員構成

個別避難計画の作成

本人・家族、自治会長・役員、民生委員、
福祉専門職、避難支援員、行政 等

地域BCP作成モデル事業グループワーク

内容
福祉専門職とともに、地域BCPの基礎
的資料となりえる個別避難計画書の様
式（案）を検討

出席者
ケアマネジャー、地域包括支援セン
ター職員、在宅サービス介護事業所

個別避難計画書の検討をテーマに
２度のグループワークを実施

次年度の方針

本人・家族アセスメント 地域調整会議
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ロードマップ


